


 「こどものとも」を創刊した松居 直氏は、著書の中で、絵本とことばについて

次のように述べています。

『ことばは教えるものではありませんから、読むことよりも聞くことの方が大切です。

絵本の絵を見ながら人に読んでもらうというのは、本当に力になる』、『絵本という

のは、わかるわからないではなく、一緒にいるということ、そして共にことばを共有しているとか、

気持ちが通い合うとか、そういう人間関係がとっても大切なんだと思う』と。

松居氏のこのことばが思い当たるような場面が、私の読み聞かせの日にみられました。その日

のゲストは、お母さんと赤ちゃん、それに３歳の女の子の三名です。「こっちにおいでよ、ちびトラ」

を読みました。小さな女の子がもらってきた子ネコと心を通わせていくお話。読み進めるうちに、

ゲストの女の子は絵本から離れてしまいました。けれども『ちびトラがいなくなった。ねえ、ちびトラ。

どこ？』のことばを聞いたとき、絵本の前に戻ってきて、最後までお話を聞いていました。聞けば、

猫を飼っているとのこと、写真も見せてくれました。女の子は、主人公とネコとの交流や、いなく

なった時に心配になった気持ちを自分の体験に重ねて聞いていたのでしょう。また、絵本が家族

で共有する思いをつなげてくれたように感じました。

読み手の私にとっては、絵本の中のことばをていねいに読み、伝えていくことの

大切さを再確認できた体験でした。

『おだんごダイブ』
大塚 健太 作
小池 壮太 絵

白泉社 20２３年刊

日暮れが早くなってきました。月がきれい

な季節になりましたね。お月見といえば

「中秋の名月」陰暦の８月１５日に一番

近い十五夜の日と決められているので、

毎年日にちが違うんですね。今年の「中

秋の名月」は、１０月６日だそうです。

この１０月の「中秋の名月」というめぐり

あわせに感謝して、今回ご紹介するのは、

『おだんごダイブ』（大塚健太文 小池壮

太絵 白泉社 2023年刊）で、お月見だ

んごのお話です。

表紙には、立派な満月を背景に、おだん

ごが二つ（二人？）ダイブしています。

ページをめくれば、「おだんごダイブ」の

題字の上に「おだんごが とびこみだい

に ならんでいます。いちについて おだん

ご おだんご・・・・・」の文章があります。確

かに飛び込み台の上には、おだんごが、

たくさん並んでいます。

そして、次のページでは、「ダーイブ！」お

だんごが、おなべの中にダイブしています。

もうここだけでも、かわいい。おいしそう。

とにかく、おだんごたちが、どのページで

も飛び込み台から「ダイブ」しています。

その先は、おなべだったり、「タップーン」

だったり、「パッフン！」だったり、「ぺた」

だったりするのです。その結果、おだんご

たちは、「みたらしだんご」や、「きなこだ

んご」、「あんだんご」に変身です。かわい

いし、おいしそうだし、わくわく、どきどき、

ページをめくるのが楽しいです。残りのお

だんごさんは、「とん！とん！とん！とん！」お

月見団子の台にダーイブ！最後は、みー

んなお月見だんごになって、大きな大きな

十五夜お月様の前に、すまして並んでい

ます。素敵なお月見の夜です。

見返しには、お月見団子の作り方もかい

てありますので、つやつやのおいしいおだ

んごを作りたくなること間違いなしです。

この絵本、対象年齢は？と尋ねられると、

何と答えていいやら。乳幼児から、小学生、

大人まで。すごーく広いのではないかと

思います。

おいしいの力なのか、かわいいの力なの

か、おだんごの力なのか、お月様のちから

なのか。おだんご作りも含めて、みんなで

楽しんでください。
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